
地域に開かれた学校づくりを推進する観点から、蛍池校区社会福祉協議会、、

地域教育協議会事務局、豊中市人権教育推進委員協議会校区常任委員、とよな

か人権文化まちづくり協会豊中市こんにちは赤ちゃん訪問保健委員、元豊中市

立小学校校長、豊中市民生児童委員、十八中ＰＴＡ役員、教頭、校長のメンバー

で構成した１０名の学校運営協議会として、保護者や住民が一定の権限と責任

をもって学校運営に参画することを可能とする仕組みをつくりました。 

第１回学校運営協議会では、授業参観のあと、以下のことを話し合いました。

今後、検討のうえ、いっそう取り組みをすすめてまいります。 

①小中連携について、中学校の先生方が小学校を訪問して授業を行うなど、交

流を促進することが必要であるとの意見が出た。 

②授業での教え合い学習について、双方が学び合うことができるため、効果的

でありとても良いとの意見が出た。 

③子どもの声を聞き、生徒たちが自由に話し合える場を作ることが必要である

との意見が出た。学校運営協議会が生徒会からの意見を聞き協議をしたいと

提案があった。 

④PTAの仕事について、仕事を取捨選択し、仕事量を減らす必要があるという

提案があった。 

⑤４年間行われていない納涼祭について、納涼祭実行委員会で企画運営を検討

する必要があるという提案があった。 

 

 

 

 

【 授業参観 5月１日 】 

授業参観に多数参加いただき、ありがとうございました。授業では、教え合い学

習・iPadを使った ICT学習など、各教員が工夫した授業を行いました。教え合い

学習は双方が学び合うことができるため、効果的であるという意見をもらいまし

た。また、ICT機器を使った学習では、使い方次第では多くの可能性があり、効果

的に学習をすすめることができます。さらに、授業改善をすすめていきます。 

 

【 避難訓練 ４月１４日 】 

地震を想定した避難訓練では、みなさんの無事が確認できすべての報告が完了す

るまでの時間は２分４５秒でした。昨年は２分５２秒です。 

２０１１年３月１１日、激しい揺れがおさまった後、釜石東中学校では部活をし

ていた生徒たちが、「津波がくるぞ、逃げろ」といって大声で叫びながら高台に避

難を始めました。隣の鵜住居（うすのまい）小学校では、子どもたちが校舎の３階

に一旦避難していましたが、中学生が一斉に非難する様子を見て、校舎から出て、

中学生に続きました。そして、無事に避難所のグループホームに到着しました。し

かし、津波の様子を見た生徒たちが、ここじゃだめだ」と、さらに高台にある介護

福祉施設に避難することを先生に進言しました。再度非難する途中に、近隣の保育

園で園児の避難を手伝い、その様子を見た近隣住民もそれにつられて避難しまし

た。全員が介護福祉施設に無事着いた時には、津波は中学校と小学校の屋上を遥か

超えて、最初に避難したグループホームにも３m を超える津波が押し寄せていま

した。ハザードマップに示されている想定にとらわれず、ここまでくればもう大丈

夫と考えるのではなく、その時出来る最善を尽くしたからこそ、避難することが出

来たのです。 

 

 

 

 

 

【 修学旅行保護者説明会 5月１日 】 

多数参加いただき、ありがとうございました。３年生は沖縄に６月８日から１０ 

日の日程で修学旅行に行きます。旧海軍司令部壕、ひめゆりの塔、平和祈念公園で

の平和学習や、マリン体験、国際通り班別自主活動、民泊を行います。 

 

【 第１回学校運営協議会 5月１日 】 
 

 

 

 

 

 

十八中だより 

豊中市立第十八中学校 2023年 5 月 2 日 
DAI-JUHACHI JUNIOR HIGH SCH00L  第 2 号 
豊中市立第十八中学校 校長 山本 昌幸 

原則１:想定にとらわれるな 

原則２:その状況下で最善を尽くせ 

原則３:率先避難者たれ 


